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Layered living spaces  
 Revival plan for local center in Kitasenju
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In these days, public facilities have become aggregates of completed spaces accepting various people and 
functions. Such spaces that allow everything might rather simplify user’s activity. I would like to propose a 
public space that can produce a new community as a local facility that accepts users’ various activities and 
everyone can use freely by using a vague boundary that is peculiar Japanese architecture.
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　近年様々な問題から地域コミュニティを見直す動き
が活発になっている。現在の日本の社会に、会社や学
校といった所属団体・公的なコミュニティは存在して
いるが、何かの団体に一つも属していない者は、現代
の社会では、希薄な人間関係になってしまうのではな
いか。また現代の公共建築は人々の多様性を持つ行為
を受け入れるため、ただ均質的な空間の集積となり、
それらは完結した空間同士の集まりで相互の関係性は
極めて薄くなっている。それゆえに、決まった集まり
の中でしかコミュニティが形成されず、それ以上の広
がりを求めにくい環境になっているのではないか。こ
のような問題に対して、建築という分野から自分に何
ができるのか考えたい。
本研究は、公共建築における曖昧な境界を持つ空間の
可能性を探ることを目的とする。そして足立区千住地
域を対象に設計提案を行う。
　研究では「境界」と「領域」の２点に焦点をあて研
究した上で、根幹となるテーマを示す。
　仮設的な生活空間をつくっていると考えられるキャ
ンプ場において、現地調査、アンケート調査をもとに、
人が何を手がかりにして周辺との境界を設定し、領域
を形成するのかという点について考察する。調査結果
より地形によるレベル差、木や車などの視線を遮るも
　対象地域に足立区北千住地域を挙げ、街の歴史や現
状を考察する。そして、かつては地域コミュニティの
場であったと考えられる銭湯に着目し、銭湯のもつス
ケールや建築的価値を調査，考察した上で、設計への
構想・方針を示す。
　銭湯は、子どもから大人まで様々な年代の人が利用
し、情報交換の場、子どもの教育の場となり地域の人々
にとってのコミュニティの核として存在していたが、
全ての機能が住宅内に収束された近年、風呂場とい
う役割の銭湯は多くのものが廃業に向かっている。23
区内にある銭湯の配置をプロットして、隣同士の銭湯
間の距離を抽出してみると、都内の銭湯は 250 〜 300m
の間隔で建てられていることがわかりました。つま
り、銭湯のもつスケールは徒歩圏内のスケールに等し
のを境界の手がかりとして領域を形成していると考え
られる。また、隣接するテントとの距離によって、設
定する境界の強さに変化がみられた。さらに現代建築
の境界、領域形成に着目すると、伝統的日本建築に多
く用いられていた建具に頼らず、空間構成において伝
統的日本建築にみられる曖昧な境界と領域を獲得し、
人々の多様な行為を許容していると考えられる。これ
らのことから、建築空間において曖昧な境界を設定す
ることにより、多様な行為を許容し、コミュニティ形
成のきっかけとなるような施設の設計を提案する。
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　銭湯の立地は一番賑やかな商店街の真ん中でもな
く、人通りの少ない静かな住宅地の奥でもなくその中
間のところに配置されていて、周辺の店舗や一軒屋住
宅のあまり大きくない規模と比べると、銭湯はかなり
のスケールをもっており、穏やかな町並みの中で、ファ
サードは多様で、思い切って造形され、住民に特別な
扱いをされている。銭湯建築は街の中で、日常生活の
機能を果たすと共に商店空間や宗教空間以外のもう一
つのコミュニティの象徴として地元の人々に認識され
ていると考えられる。計画対象としている梅の湯は、
既に廃業してしまった銭湯であるが、銭湯建築自体は
現在も残されており、千住の街を構成している小さな
スケールから逸脱した大きな空間が街の中に残されて
いる。
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く、銭湯を核とした地区や街区を越えた共同体の単位
を形成することができると考えられる。
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　設計では、曖昧な境界や領域をつくり出す空間構成
ダイアグラムを示し、図面を用いて設計の詳細を示
す。
　銭湯建築のもつ大空間を活かし、住民が集い、コミュ
ニティの場となるような集会所を計画する。また、千
住地域には歴史的建築物が残されていたり、千住宿の
再現模型が作られているが、それらは駅前再開発で建
てられた商業施設の中で展示されており、千住宿の歴
史を学べる施設がこの地域にみあたらない。そこで、
　重層するリングによる空間構成を用いることで、建
築の要素である床、壁、天井をずらしたような空間と
なり、曖昧な境界をつくり出し、様々な領域形成を可
能とする。それにより、多様性を持った人々の行動を
許容する建築空間を構成する。
　曖昧な境界をもち、様々な領域形成を可能とする建
築が地域の拠点となる施設となることで、この街に新
たなコミュニティを創出する。この場所は街の歴史と
重なり合い、再び人々の集まる場となる。
プログラムは千住宿資料館という千住の歴史が学べる
機能をもったコミュニティ施設とする。住民のための
施設と、資料館という外部の人も受け入れる施設を複
合化することで、千住における新たなコミュニティの
創出の場を計画する。
　
　本論文を作成するにあたり、下吹越武人教授には多
くの時間を割いて頂き、また丁寧に指導して頂いたこ
とに感謝申し上げます。また副査として指導を頂いた
陣内秀信教授、渡邊真理教授ならびに、修士設計のエ
スキスを担当して頂いた坂本一成客員教授にも大変貴
重な時間を割いて頂けたことで本設計を成し遂げるこ
とができたと感じています。そして、一緒に論文を書
き上げた友人など、研究室の方々には多くの相談に
乗っていただき、感謝致します。最後になりますが、
献身的な協力を頂きました両親にも感謝致します。本
当に有り難うございました。
　既存の銭湯建築のもっている大空間を活かした地域
拠点施設を計画することにより、銭湯のもつ徒歩ス
ケールを活かした新たな共同体を形成する。
inside outside outside outside
inside outside
connect
inside outside
inside outside
inside outside
Hosei University Repository
